
漢字学習、作文指導について 

 

 

テーマ 漢字を楽しく学ぶために。   作文、思ったことをどんどん書こう 

教科 国語（漢字、作文） 

参考文献 「チャレンジ！漢字遊び」監修 櫻本喜徳／文・神林京子 ポプラ社 

「漢字大研究」監修 櫻本喜徳／文・高橋美和子 ポプラ社 

「どんどん好きになる国語の本」坂本光男著 大目書店 

「記号の図鑑①ことばの記号」江川清／大田葦夫・編著 あかね書房 

「下村式 となえて書く漢字練習ノート」下村昇・著 まついのりこ・絵 偕成社 

「小学 新漢字字典」監修 鰺坂二夫 全家研 

「作文力をつける中・高学年用」 樋口裕一著 学研 

 

 ＜漢字学習を進めるに当たって＞ 

  小学生、時には中学生の中にも、『漢字は必要ない。全部ひらかな（片仮名）ばかりだと、 

どんなに文章が読みやすいか。』という子ども達がいる。そのような時には、次の様な例を 

挙げてみる。 

  「きょうはいしゃにいく」（句読点をわざと省略しているので大変読みづらい。 

二通りの解釈が可能） 

 

＜漢字を使用してみると＞ 

    

①「今日は医者にいく」 きょうはいしゃにいく 

②「今日歯医者にいく」 

   伝えたい内容が①なのか②なのかがすぐわかる。 

 また、次の２つの文を読み比べてみてもらう。 

 

 下の文では漢字をつかっていて、書き表された意味が、すぐ頭に思い浮かぶようになっている。 

ははははがいたい 

母は歯が痛い 

     

 ・これらの文から、いかに日常生活に漢字が必要かつ便利で大切なものなのかを認識してもらう。 



 

＜漢字を覚えるコツ＞       文脈や文章の流れに沿って覚える。 

       性質や特徴をつかむ 

 一つ一つの漢字について、小学生向けの漢字字典等を使用し、部首･総画数･読み方･書き順 

 意味等を調べる。 

 

 漢字の読み方 

   音 ――― 中国から伝わった漢字の発音 

   訓 ――― もともと日本にあった言葉を中国からきた漢字にあてはめたもの。 

    

ひとつの漢字でも、こんなに読み方がある。 

 

 
 

 

 



 

読み、書きを繰り返し練習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ＜漢字の成り立ち 「六書」を楽しく知る＞ 

    漢字は三千年以上も前に、中国で作られ、日本に伝わってきた文字。 

 表意文字。 

① 象形 ②指示 ③会意 ④形声 文字 

 「六書」       （漢字の作り方に関する原則） 

     ⑤転注 ⑥仮借 文字 

      （漢字の使い方に関する原則） 

 

    絵の様に書いた漢字 ――― 象形文字 

 中国の人々が、まず漢字を作る時、絵のように、ものの形をかたどって表すことから始めた。 

  

    ・絵を見て漢字が身近で親しみやすいものであることを知る。 

 

 

   しるしからできた漢字 ―――― 指示文字 

   ・書きにくいことや、ものの性質を、線や点のしるしや記号でさす。 

 

      ●  → 上     ●  → 下 

 

 

   意味と意味でできた漢字 ――― 会意文字 

   漢字を２つ以上組み合わせることで、ほかの意味の新しい漢字が生まれる。 

   「口」＋「鳥」 → 鳴 

   「田」＋「力」 → 男 

   「人」＋「木」 → 休 

 ☆それぞれのカードをバラバラにしておいて、組み合わせるゲームをしてみるのも、おもしろい。 

１ 

２ 

３ 



 

   意味と音でできた漢字 ――― 形声文字 

    

漢字全体の９０％が、この形声文字。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   既にできている漢字の、もとの意味を発展させて、別の意味に使うというやり方 

 ―― 転注文字   「好」→「女」お母さんが、「子」どもを可愛がること 

 

 

   意味に関係なく、ある漢字の音だけ借りてつかうやり方 ―― 仮借文字 
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 ＜部首に注目！ ―― 便利な漢字の七つ道具 ――＞ 

   

・部首の位置を覚えておくと、漢字のつくりがすぐにわかる。 

  ・子どもが、漢字を思い出せないでいる時、特に「へん」や「つくり」「かんむり」等の 

   ヒントを言ってあげると、書ける場合が多い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ・部首探しのゲームなどをしてみるのもおもしろい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜似たような漢字に気をつけさせる。＞ 

  （例） 

      貝―見 若－苦 夫―天 池―地―他 

 

 

 ＜漢字を使った色々なゲーム等をして、とくかく興味を持ってもらうことが大切＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

楽しく作文を書くために 

 

  ＜作文の力のつけ方＞ 

 

    まず、書きたいこと 

     ・「何が書きたいか」をまず自分ではっきりさせる。 

 

   感動・主張を浮き立たせる 

     ・感動したことや主張したいことを浮き立たせるように、内容の組み立て（構想） 

      を考えること。 

 

   ありのままの心と姿を描く 

   ・書く人の心が素直に表されているということ 

 

 ＜原稿用紙を用いて ――― 書き方のルールを覚えよう＞ 

① 書き出しは一字さげる。 

② 句読点は一マスにいれる。 

③ 「 」も一マス用いる。 

④ 会話の部分は行変えをする。 

⑤ 「です･ます」と「だ・た」をごちゃ混ぜにしない。 

⑥ 長い文章のときは、段落分けをする。  

  

 ＜作文の書き方のヒケツ＞ 

 

    ステップ１――― 短い作文をクリア 

    ステップ２――― 長い作文をクリア 

    ステップ３――― もっと長い作文をクリア 

    （構成は ――― 「起承転結」 

                

  「ホップ・ステップ・ジャンプ・着地」を守る！！ 

 

 

  以上のような決まりはありますが、 

       まずは、自由にどんどん書いてもらうことが大切です。 

 

 

以上 
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